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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員
自
見
は
な
こ
活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

松
本
吉
郎
委
員
長
を
は
じ
め
日
本

医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
よ
り
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

一
般
会
計
の
総
額
が
約
百
十
二
兆

円
と
な
る
令
和
六
年
度
予
算
は
、
三

月
二
十
八
日
参
議
院
本
会
議
に
て
成

立
い
た
し
ま
し
た
。
一
月
一
日
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
々
の
命
を
守
り
、
生
活
・
生
業

の
再
建
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
に
切
れ
目
な
く
対
応
で

き
る
よ
う
、
一
般
予
備
費
と
し
て
約

一
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
国
会
で
「
地
域
再
生
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」と「
地

域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

案
」（
第
十
四
次
地
方
分
権
一
括
法

案
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
後
者
で

は
、
八
事
項
九
法
律
の
法
改
正
事
項

が
あ
り
、
中
に
は
里
帰
り
出
産
等
に

お
け
る
情
報
連
携
の
仕
組
み
構
築
が

含
ま
れ
て
お
り
、
里
帰
り
先
と
住
所

地
の
市
町
村
間
で
妊
産
婦
等
の
健
康

診
査
等
に
関
す
る
情
報
共
有
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
よ
り
始
ま
っ
た
令
和
六
年
度

の
各
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
地
域

の
隅
々
ま
で
恩
恵
が
行
き
渡
る
よ

う
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
し
て

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3月8日　日本経済団体連合会、消費者
関連専門家会議、消費者庁の共催で

「2024消費者志向経営トップセミ
ナー」を開催

3月23日　熊本県医師会　福田稠会長
らと面会

3月11日　日本言語聴覚士協会　
　深浦順一会長らと面会

3月13日　全国個室ユニット型施設推
進 協 議 会　赤 枝 眞 紀 子 会 長、 
佐々木亀一郎政治連盟代表らと面会

3月2日　福岡県×大阪・関西万博機運
醸成シンポジウムにて挨拶。日本医
師会　横倉義武名誉会長、日本獣医
師会　藏内勇夫会長らが万博を契機
としたワンヘルスの推進について議論

3月7日　日本栄養士会 
　中村丁次代表理事会長と

面会
3月7日　日本栄養士連盟
　井上幸子会長らと面会

3月7日　日本臨床整形外科学会　
　新井貞男理事長らと面会

2月28日　日本医療法人連盟   
　加納繁照会長らと面会

2月29日　ヤン・リパフスキー・ 
チェコ共和国外務大臣と万博
を機に両国の文化交流を強固
にする旨を意見交換

3月25日　豪州大使館での「Australia 
Day in spring ～ EXPO2025, 
Chasing the Sun ～」 に て 日 本 と
オーストラリアの長年の友好を祝し、万
博に向けてより連携していくことを宣言

紅麹を使った機能性表示食品を巡る健康被害問
題を受け、3月27日「紅麹使用食品への対応
に関する消費者及び食品安全関係連絡会議

（第一回）」、4月1日に「機能性表示食品の在
り方検討プロジェクトチーム」を立ち上げる

3月26日　日本医療機器産業連
合会　山本章雄会長らと面会

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
在
宅
医
療
や

看
取
り
の
現
場
か
ら
ご
要
望
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た『
死
亡
診
断
書（
死

体
検
案
書
）
記
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の

改
訂
に
も
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。
令

和
六
年
度
の
改
訂
に
お
い
て
、
生
前

に
診
療
を
担
当
し
て
い
な
か
っ
た
医

師
で
あ
っ
て
も
、
以
下
の
条
件
①
～

③
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
で
「
死
体

検
案
書
」
で
は
な
く
「
死
亡
診
断
書
」

を
交
付
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨

が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
（
条
件
①
生

前
の
心
身
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を

正
確
に
把
握
で
き
て
い
る
こ
と
、
②

患
者
の
死
亡
後
に
死
後
診
察
を
行
う

こ
と
、
③
生
前
に
診
療
を
受
け
て
い

た
疾
病
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
、
と

2月22日　日本臨床耳鼻咽喉科医会　
福與和正会長、日本耳鼻咽喉科頭頸
部外科学会　村上信五理事長と面会

1月12日　日本動脈硬化学会 
　島野仁理事長らと面会

2月19日　日本義肢協会、日本義肢装具
士協会、日本車椅子シーティング協
会、日本補聴器販売店協会、日本福
祉用具・生活支援用具協会と面会

判
断
で
き
る
こ
と
）。
ま
た
死
体
検

案
書
を
交
付
す
る
際
に
、
死
体
に
異

状
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
所
轄
警

察
署
に
届
け
出
る
必
要
が
な
い
こ
と

も
明
確
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
件
に

つ
い
て
は
、
三
月
二
十
八
日
づ
け
で

都
道
府
県
な
ら
び
に
日
本
医
師
会
宛

に
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
場
の
先
生
方
の
業
務
円
滑
化

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

2月24日　半導体製造企業JASM（株）
熊本工場開所式へ出席。令和5年度補
正予算で創設した「地域産業構造転
換インフラ整備推進交付金」で工場
インフラ整備を支援している

2月26日　日本臨床工学技士連盟　
　肥田泰幸理事長らと面会

3月1日　沖縄県沖縄市
　桑江朝千夫市長より交通

結節点等に関する要請

3月8日　徳島県医師会　
　齋藤義郎会長らと面会

※詳細は厚生労働省
HP参照↑

1月31日　日本心臓ペースメーカ
ー友の会 戸川達男会長らと面会
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